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大門千紗さんアジアジュニアボート選手権選考レース応援レポート 2015/2/15(日) 

 昨年の全日本新人選手権から4か月ぶりに戸田ボートコースにもどってきた。今日はアジアジュニアボート選手権
大会への選考のためのランキングレースが行われる。立春を過ぎても、冷たい風が吹き、寒さが身にしみる。 
「大門さんも体を暖めるのに時間がかかるだろうなぁ」と考えつつ、コースを歩く。小規模なレースだが、それにしても、
観客が少ないなぁ・・・ 

 年明けの1月10～11日、13の県から35チーム約４００
名の選手が集まり、ウィンターズカップ選手権大会が熊本県菊
池市班蛇口湖ボート場で開催された。 
 
 大門さんも出場し、以下のコメントを残している。 
「少し体調を悪くしてしまって思うように漕げなくて、結果は3位
でした。コンディショニングも実力のうちなので、次の大会ではこ
ういったことがないように、しっかり体調管理をして試合に臨める
ようにしたいです。」 

【 ウィンターズカップの大門さんの結果 】 
＜シングル 2000m＞ 
1位：松本有希代    RC長崎  1回目=09:12.44 2回目=09:16.75  平均T=09:14.60 
2位：高野晃帆      大分三隈  1回目=09:15.51  2回目=09:20.81  平均T=09:18.16 
3位：大門千紗      日田林工  1回目=09:15.69 2回目=09:33.50  平均T=09:24.60 
 
＜シングル 1500mタイムトライアル＞ 
1位：大門千紗      日田林工       記録=06:33.75 
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 ウィンターズカップでの学びを今回のレースで活かしてくれることを信じ、スタート待ちでコースを眺めていた。 
なんと、No22の大門さんがゆっくりと漕いでやってきた。(写真上）あれ？こんな時間（8:35頃）になぜ？ 
若干、不安がよぎり、Webで公開されていたスタートリストを再確認した（下表） 
 あれ、大門さんは、え～っと、No22で、やはり9時31分スタートだよなぁ・・・ 
まだウォーミングアップの時間なのかな？ うん うん、そうかな・・・  
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 大門さんはゆっくりとストロークしながら、ゆっくりと戸田艇庫へ吸い込まれていった。どうも、不安は的中している模
様。レースは終了し、クールダウンしているようだ。真偽を確かめるため、戸田公園事務所でボート協会の方を探
す。プレートのある会議室は空室。次は戸田艇庫の国立科学センターの事務所まで急ぎ、問い合わせる。 
「風が強くなる予報がでたので、レースは予定より早めに開始し、8時過ぎに終了しました」とのこと。 
 『みなさま、大門さん、レースを応援できず、誠に申し訳ありません。』 
しかし、レース結果を確認しようとしていると、大門さんのコーチに声をかけていただき、レース参加選手とともに結
果発表を聞けることになった。 
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 戸田艇庫の2階にアジアジュニア選手権選考レースの参加選手が集合。9時45分、レース結果が発表された
(写真下）大門さんは3000m(1500m折り返し)で、堂々の2位。アジアジュニアの日程変更や世界ジュニアと
の調整はあるものの、3位以内であれば、出場権はほぼ獲得状態。素晴らしい♪ 
 コーチ曰く、「今回、2位になったことで、刺激にもなり、より強くなってくれるはず」とのこと。さらに期待しています！ 
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 大きな大会では選手・スタッフとも大人数で、選手を戸田艇庫まで追っかけると周囲にご迷惑をかけるので自重
しているが、今回は少人数のレースで観客も少なかったため、大門さんにも少し時間をとっていただくことができた。 
 
2015年の目標を訊いた。 
 『来月（3月）にあるU23の代表合宿（日本代表選考会）で3位以内に入り、日本代表入りをして、世
界につながる選手になりたいです！』 
 
 日本の天才少女は2015年、しっかりと世界をターゲットにして、勝ち抜く意志を固めている。 
最後に「髪きった？」と聞くと「ばっさりいっちゃいました」と微笑む顔は高校1年の少女だった。 


